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暮
ら
し お知らせ

information

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
時
間
が
な
い

と
い
う
人
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と

に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早

割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
も
あ
り
大
変
お
得

で
す
。

　

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
申
込
み
締
切
日
は
毎
年

２
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
込
み
の
と
き
は
、
年
金
事
務

所
や
各
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し

て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）（
☎
０
１
４
３

－

50

－
３
０
０
４
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74
－

３
０
０
２
）

　
高
額
収
入
を
う
た
っ
た
情
報
商

材
に
関
す
る
相
談
が
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

情
報
商
材
は
副
業
や
投
資
で
高
額

収
入
を
得
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
と
称
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
買
う

ま
で
内
容
が
不
明
で
、
購
入
後
も

高
額
プ
ラ
ン
の
契
約
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
た
め
、
広
告
や
購

入
時
の
画
面
を
印
刷
し
た
り
、
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で
保
管

し
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
の
場
合
は
直
ち
に
カ
ー
ド

会
社
に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

に
よ
り
、
違
約
金
な
ど
を
支
払
わ

ず
に
契
約
解
除
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
出
典　
独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー（
令
和
３
年
７
月
30

日
公
表
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水
産

・
商
工
グ
ル
ー
プ
（
☎
74

－

3
0
0
5
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
か
ら

情
報
商
材
に
ま
つ
わ
る

ト
ラ
ブ
ル
増
加

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る

習
慣
を

伊
達
警
察
署
か
ら

２
０
２
２
年
か
ら
道
内
で
は
焼

死
火
災
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

次
の
習
慣
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い

新
た
な
不
妊
治
療
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療

が
健
康
保
険
適
用
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
洞
爺
湖
町
の
住
民
が
不

妊
治
療
を
行
っ
た
場
合
の
助
成
内

容
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

　
現
在
治
療
中
、
ま
た
は
今
後
治

療
を
検
討
し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
治
療
開
始
時
に
女
性
の
年
齢
が

43
歳
未
満
で
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
人（
令
和
４
年
度
に
限

り
、
令
和
４
年
４
月
２
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
43
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
人
も
対
象
）

①
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦
で
あ
る
こ
と（
事
実
婚
含
む
）

②
夫
婦
と
も
洞
爺
湖
町
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

③
夫
婦
と
も
健
康
保
険
各
法
の
被

保
険
者
、
組
合
員
、
被
扶
養
者
で

あ
る
こ
と

④
夫
婦
と
も
町
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と

●
助
成
額

　
医
療
保
険
を
使
用
し
て
体
外
受

精
な
ど
の
生
殖
補
助
医
療
を
受
け

た
際
に
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
っ

た
自
己
負
担
額
の
全
額
を
助
成
し

ま
す
。

●
申
請
先

　
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
揃
え

て
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
76-

４
０
０
６
）
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お知らせ
④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除

し
、
不
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

福
祉
灯
油
の
申
請
は

２
月
末
ま
で
で
す

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
に

対
し
、
生
活
の
一
助
と
し
て
行
っ

て
い
る
福
祉
灯
油
の
購
入
助
成
の

申
請
は
２
月
28
日（
火
）
ま
で
で

す
。
申
請
は
洞
爺
湖
町
役
場
健
康

福
祉
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
、
洞

爺
総
合
支
所
庶
務
課
の
各
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

助
成
が
決
定
し
た
世
帯
に
は

「
福
祉
灯
油
購
入
助
成
券
」
を
郵

送
し
ま
す
が
、
助
成
決
定
か
ら
交

付
ま
で
１
～
２
週
間
か
か
り
ま

す
。

　
詳
し
い
助
成
の
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は
、
健
康
福
祉
課
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
１
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
労
働

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種

保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
に
自

宅
な
ど
で
確
定
申
告
の
手
続
き
が

で
き
る「
ス
マ
ホ
申
告
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税

の
申
告
書
を
作
成
し
、
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ（
電
子
申
告
）
で
も
提
出
で
き

ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
期
限
は
所
得
税

、
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
が

３
月
15
日
（
水
）
、
消
費
税
、
地

方
消
費
税
が
３
月
31
日
（
金
）
で

す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

こととううやや No.23
　大正１２年 (1923 年 )９月１日に発生した関東大震
災をきっかけに、毎年季節の変わり目となる年４回（３
月１日、６月１日、９月１日（防災の日）、１２月１日）を
「防災用品点検の日」として制定し、普段から備えて
いる防災用品を点検する日としています。
　年４回行う理由は、防災用品の保存期限や賞味期限
が過ぎていないかこまめに点検をしたり、季節ごとに
起こりやすい災害に対してしっかりと対策をとることが
目的です。また、年間を通じて点検することで、防災
への意識を高め、日頃から必要な防災用品をそろえて
おくことができます。
　災害はいつ発生するかわかりません。もしもの時の
ために、ご自宅などで備えている防災用品の点検や準
備、見直しを行いましょう。
■最低３日分の非常食を用意しましょう
大規模災害時には、物流がストップし、食料が手に

防災備蓄について防災備蓄について
入りにくくなります。そのため、最低でも３日分の非常
食や水を備えておきましょう。また、保存期限の長い
非常食や家族の人数に応じた量を備えましょう。
■ガスコンロ・ガスボンベなどを備えましょう
大規模災害時には、電気・水道・ガスなどのライフ

ラインが停止し、復旧までに数日かかることがあります。
ガスコンロやガスボンベのほか、懐中電灯、乾電池、
ラジオなどを備えましょう。
■非常用持ち出し袋を用意しましょう
非常用持ち出し袋とは、避難した際に生活に必要な

物品を入れた袋です。袋の中には非常食や水、生活用
品、現金、医療品など生活に必要な物を入れましょう。
また、袋に入れる物は必要最低限とし、両手の自由が
きくリュックサックなどにまとめ、いざという時に持ち出
しやすい寝室や玄関先に用意しておきましょう。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て

い
た
場
合
は
、
労
災
保
険
給
付
な

ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労

働
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課（
☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１
）

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で

住
居
が
変
わ
っ
た
際
は
運
輸
支
局

で
変
更
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
令

和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
住
所
の
変
更
、自
動
車
の
売
買
、

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
場

合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
が
必

要
で
す
。
変
更
登
録
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
納
税
通
知
書
の
送
付
先
を

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部（
☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０
）
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相
　
談

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　
医
科・
歯
科
幹
部

■
資
　
格　
医
師
、
歯
科
医
師

■
受
付
期
間　

６
月
８
日（
木
）

ま
で

■
試
験
日　
６
月
23
日（
金
）

■
説
明
会
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
中
島
（
２
月
17
日
（
金
）
９
時

30
分
～
16
時
・
室
蘭
市
中
島
町

２
・
24
・
１
）
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

伊
達
（
２
月
20
日
（
月
）
９
時
～

16
時
・
伊
達
市
網
代
町
５
・
４
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事

務
所（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

無
料
法
律
相
談
会
開
催

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

室蘭地方気象台は大正12年１月１日に室蘭港発祥の地
であるトキカラモイ（現在の室蘭市緑町）で、船舶の安
全と漁船の遭難防止のため「室蘭測候所」として業務を
開始しました。昭和 27年に現在の室蘭市山手町に移転
し、その後昭和 32年に地方気象台へ昇格し、令和５年
１月１日で創立１００周年を迎えました。
　この１００年間で室蘭の平均気温は０．９度の割合で

上昇しました。気温の推移を最高・平均・最低気温に分
けてみると、最低気温の上昇率が高いことがわかりま
す。室蘭以外にも、胆振・日高の全ての観測所におい
て設置当時から現在までの平均気温は上昇しています。
地球温暖化が進行すると、さらに気温が上昇し雨の降
り方が激しくなり、大雨による土砂災害や洪水害の増
加が考えられます。
　温暖化の影響は植物の生態にも現れています。室蘭
の桜の開花日（平年５月４日）は、昭和の時代には大
型連休の「こどもの日」より後に咲くことが多かったの
ですが、ここ数年は「こどもの日」より前に開花するこ
とが多くなりました。全国の気温や降水量などの気象
観測データ、桜の開花日などの生物季節観測データは
いずれも気象庁のホームページで検索できます。また、
気候変動に関するポータルサイトもありますので、ぜ
ひ一度ご覧になってください。

室蘭地方気象台100周年室蘭地方気象台100周年

気象台からの
お知らせ

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

過去の気象データ

地球環境・気候ポータルサイト

行
　
政

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
今
後
の
町
の
施
策
な
ど
の
方
向

性
を
示
す
各
種
計
画
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
概
要
、
募
集
期
間
、
応

募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
２
月
の
回

覧
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
る
計
画
と
担
当
課
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
洞
爺
湖
町
住
生
活
基
本
計

画
（
案
）
（
建
設
課
☎
74

－

３
０
０
７
）

●
洞
爺
湖
町
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画（
案
）（
建
設
課
☎
74

－

３
０
０
７
）

●
洞
爺
湖
町
地
域
公
共
交
通
計
画

（
素
案
）（
企
画
防
災
課
☎
74

－

３
０
０
４
）

●
第
３
期
洞
爺
湖
町
地
域
福
祉
計

画（
素
案
）（
健
康
福
祉
課
☎
74

－
３
０
０
１
）

●
第
２
次
洞
爺
湖
町
の
教
育
目
標

と
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
版（
素
案
）

（
管
理
課
☎
74

－

３
０
０
９
）

●
第
４
次
洞
爺
湖
町
社
会
教
育
中

期
計
画（
素
案
）（
社
会
教
育
課
☎

74

－

３
０
１
０
）

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）



　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

２
月
18
日（
土
）、
３

月
18
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－
３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故山口千恵子さん
■ 11月 12日死去■ 90歳■遺族は智さん■虻６区

故石川達子さん
■ 11月 21日死去■ 92歳■遺族は修一さん■大原

12月20日から１月19日届出分

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
４
人
か
ら
計
55
万
円
▽

笠
井
寛
子
さ
ん
は
１
万
円
、
洞
爺

湖
町
役
場
特
別
職
・
管
理
職
は

10
万
２
千
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
森
谷
豊
子
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽

高
橋
静
枝
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽
沼

田
光
博
さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
沼
田

盛
昭
さ
ん
（
泉
区
）
▽
斉
藤
智
津

子
さ
ん
（
か
っ
こ
う
台
区
）
▽
坂

上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）
▽
矢
野

孝
典
さ
ん
（
虻
７
区
）
▽
太
田
敏

雄
さ
ん
（
泉
区
）
▽
下
妻
末
乃

さ
ん
（
温
３
区
）
▽
大
原
の
杜

２
０
１
６
▽
し
あ
わ
せ
食
堂
▽
洞

爺
湖
町
役
場
健
康
福
祉
課

故秋元豊和さん
■ 12月 23日死去■ 72歳■遺族は和子さん■富丘

故松井保明さん
■ 12月 17日死去■ 84歳■遺族は瑤子さん■虻６区

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
人
」
を
応
援
す
る

無
料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に

向
け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

３
月
９
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

故秋山實さん
■ 12月 15日死去■ 87歳■遺族は照子さん■美沢西

噴
火
湾
波
の
数
ほ
ど
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
勇

日
脚
伸
ぶ
安
寧
な
日
々
の
ぞ
む
の
み

　
　

千
葉
征
子

酌
む
酒
に
笑
顔
の
遺
影
寒
の
内

　
　
　

亀
倉
千
鶴
子

追
憶
の
糸
を
つ
む
ぐ
や
大
晦
日

　
　
　

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

■
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

冬
籠
摘
み
し
ハ
ー
ブ
の
香
ゆ
た
か

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

故阿部洋一さん
■ 12月 24日死去■ 79歳■遺族は小百合さん■青１区

故佐々木正雄さん
■ 12月 29日死去■ 87歳■遺族は時雄さん■温１区

故大西節子さん
■１月６日死去■ 80歳■遺族は勝行さん■入４区

故秋山梅雄さん
■１月１日死去■ 88歳■遺族は功司さん■美沢西

故加藤訓さん
■１月１日死去■ 85歳■遺族は信子さん■泉区

故横山ミナ子さん
■１月７日死去■ 99歳■遺族は康夫さん■入３区

故北野悠二さん
■１月 11日死去■ 68歳■遺族は賴子さん■かっこう台

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

故後藤和子さん
■ 12月 25日死去■ 86歳■遺族は和郎さん■虻６区

故竹下コトミさん
■１月１日死去■ 97歳■遺族は靖宏さん■６町内

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
２
月
16
日（
木
）、

②
３
月
２
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士
（
ほ
ん
ま

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

故渡辺てる子さん
■１月９日死去■ 93歳■遺族は邦彦さん■入１区
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